
2.「次亜塩素酸ナトリウム（ソーダ）」とは違うの？ 

　ハイターやカビキラーなどでお馴染みの「次亜塩素酸
ナトリウム」は強アルカリ性ですが、「次亜塩素炭酸
水」は弱酸性です。 

　次亜塩素ナトリウム（ソーダ）のpH12.5～13.5の強
アルカリ性により、金属を腐食させたり、肌を化学火傷
させたりする作用があります。 

　肌の表面はpH４.５～６くらいの弱酸性と言われてい
ますので、pH6の次亜塩素炭酸水は、肌に優しいと言え
ます。 
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